
個に応じた指導を支える
ための校内体制の構築

中学校 通級指導教室での実践から

仙台市立八乙女中学校 LD・ADHD等通級指導教室

伊藤陽子



仙台市の発達障害等通級指導教室
（拠点校方式：自校通級・他校通級・巡回指導）

•平成19年度に仙台市教育委員会によって小学校３校，
中学校1校にモデル事業としてLD・ADHD等通級指導
教室(はぐくみ教室）を設置。

•指導を受ける児童生徒の増加に伴い現在は小学校２４
教室，中学校１１教室。

•通級対象児童生徒は，仙台市就学支援委員会にて審議
を受け決定される。

•個別指導を主として，小集団指導も行っている。



仙台市通級指導教室 通級児童生徒数
出典：「教育要覧仙台」仙台市教育委員会 より



仙台市で通級指導を受けている中学生
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出典：「教育要覧仙台」仙台市教育委員会 より



①小学校から継続して通級する生徒の増加
②通級生徒の本人の達成感と変容
③担任（在籍校）で認知の広がりとニーズ
③LDを主訴とした生徒の増加



小学校からの継続の生徒と，中学校から
通級による指導を受け始めた生徒の違い

○小学校から継続の生徒
小学校の通級による指導で「成功体験」を持っている。

→「もっとできるかも！」「もっと良くなれるかも！」

という気持ちを持って中学校へ

○中学校から新規で始めた生徒
二次障害に陥っている生徒が多くみられる傾向。

→「できた・わかった」という経験

「困ったときに相談して解決する」力を付けて高校へ



通級指導の究極の目標は
通級指導がいらなくなること

教室にいるのが
楽しくなったよ

これがあれば，
この方法なら，
自分でできるよ

困った時に
担任の先生に相談して

解決できたよ

ヤバい！
って思った時，勉強
した方法で自分でな
んとか乗り越えられ

たよ。



その目標を実現するためには

通常学級との連携

アセスメント

目標にあった適切な指導内容
特性に応じた関わり方の共有
必要な合理的配慮の確認と共有

高校への引継ぎ



自分の教室でもできた！
困ったら，誰かに相談してみよう

通級教室でできた！
通級教室ならできた！

通級の先生になら相談できる



連携のために行っていること

•自校通級での工夫

•他校通級での工夫

•巡回指導での工夫

共通しているのは，情報共有
（個別の指導計画・教育支援計画・教室での様子・支援の実際など）



自校通級のAさん

• ADHD

•知的発達は平均の下から低い

•運動神経は抜群

•小学校3年生から6年生 離席，暴言がひどく

体育の授業以外授業に参加できなかった

中学校入学前に小学校特別支援教育CO.とともに教室見学に来校

中学校入学と同時に通級指導教室でサポート開始
自校通級のメリット



教材の工夫やICTの活用



わからないときは調べながら



授業＋宿題介入→授業に安心して参加
Google Classroomの活用



座席の位置，ChromeBookの利用など
Aさんが教室で頑張れるような

環境整備や合理的配慮を

担任や学年主任と話し合い



徐々に課題に取り組めるように



学年担当や教科担当の先生たちにも変化が

Aさんなりに，がんばってるよね。

理科の観察では，誰より楽しいそうに

頑張ってたよ。

整数の計算が出来たらOK！

Aさんの目標はそこにしましょう。

ChromeBookを使うときは頑張れるみたい



本当は頑張りたいAさん

個別指導の場では，頑張り屋さん
でも，教室では頑張ってるところを見ら

れたくない… 思春期生徒の難しさ



他校通級のBさん

•ASD
•学力は高い，課題にまじめに取り組む
•通級決定後に送られてきた書籍のような指導記録
•危険行為・嫌がらせ・パニックを起こして暴れる
•誰も信用しない
•みんな大嫌い
•誰も私のことを分かってくれない



連絡帳には頑張った様子を

•連絡帳を担任に渡すのはBさん

•担任の先生には，連絡帳への

コメントを依頼

担任との会話のきっかけ
ほめられる経験を積み重ねる



校務支援システムを使って
在籍校での様子をこまめに情報共有

スキルトレーニングの題材に

他者目線での
振り返り

過去の出来事をアレンジ
して，教材を作成
他者目線で自分
の誤行動に気付かせる



個別で学んだことを、少人数グループ指導で
試してみる→クラス、学校での般化へ

少人数で1年間一緒に学んだ二人で、仙台市内の自主研修へ

コースの
話し合い

昼食場所の
話し合い

連絡先の
確認

報告



担任や在籍校の先生と共有→高校へつなぐ

クールダウンの場所と時間の保障を提案

Bさんのグループでの様子

声のかけ方のポイント

Bさんの気持ちを通訳



巡回指導のCさん

手先が不器用 ⇒ でも何事にも一生懸命頑張る

整備委員として，率先して学校の美化活動に取り組む

人前で話すのは苦手 ⇒ でも聞き上手

勉強は苦手  ⇒ でも授業態度良い

字が汚い ⇒ う～ん，たしかに…

Aさんは，いい子ですよ



いままで、できなかった英語のワーク
これならひとりでできました！



入試や高校で合理的配慮を
認めてもらうために

〇アセスメント
・担任等からの聞き取りや授業参観，掲示物から
・通級指導での観察
・検査によるアセスメント（KABC－Ⅱ，WAVES，URAWSS，）

〇専門機関や医療との連携
・専門機関や医療からの情報（WISC-Ⅳ，田中ビネーの検査結果，診断についてや服薬など）
・医師の意見書

〇担任との情報共有
・知能検査や諸検査の結果，本人の特性，状態
・どんな支援が必要か
・学校でどんな支援ができるか など

①情報共有

→学年 →学校 ケース会議へ



仙台市の取り組み 中高の引き継ぎ
「中高連携サポートシート」による中高のスムーズな引き継ぎ

仙台市教育委員会 特別支援教育課 作成

宮城県立、仙台市立、私立、すべての高校対象
希望する保護者が対象



通級指導教室は
ダグアウトのようなところ

R3 日本LD学会 大会企画シンポジウム
田中康雄 先生のコメント より引用



御清聴ありがとうございました
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